
吸着を利用して繊維に色素を固定化
－ 自然物の色をそのまま再現する染色技術の開発 （Ｈ21～22）－
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木綿の内部に吸着剤を合成し、この吸着剤に色素を吸着させること
で染色をおこないました。この方法は、色素を、その色を保ったまま
木綿に固定化(染色)できます
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○ 室温で染色できます
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○ 室温で染色できます
○ 色落ちは、媒染剤を使った染色と同程度です
○ 加熱処理で色落ちをおさえることができます
○ 自然物色素は水に溶けるほうが染色性が良いようです


